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(54)【発明の名称】 液晶表示素子の駆動方法および駆動装置

(57)【要約】
【課題】  画面に表示されるデータを分析して表示デー
タの変化が一番少ない順にコモンラインを選択し、駆動
することにより最上の表示品質を実現する液晶表示素子
の駆動方法を提供する。
【解決手段】  コモンラインとセグメントラインの同期
により表示される画面の表示データをコモンライン別に
比較、分析して表示データの変化が一番少ない順序にコ
モンラインの駆動順位を決めて順次駆動する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  コモンラインとセグメントラインに信号
を印加して液晶表示素子を駆動する液晶表示素子の駆動
方法であって、コモンラインとセグメントラインの同期
により表示される画面の表示データをコモンライン別に
比較、分析して表示データの変化が一番少ない順にコモ
ンラインの駆動順位を決めて順次駆動する液晶表示素子
の駆動方法。
【請求項２】  少なくとも一つのフレーム単位の映像デ
ータを貯蔵する映像メモリと、前記映像メモリをアドレ
シングして各コモンラインに同期して駆動されるセグメ
ントラインの映像データをアクセスし、この映像データ
を比較、分析して駆動される表示データの変化が一番少
ない順にコモンラインの駆動順位を決定し、その決定さ
れた順位にしたがってコモンライン駆動信号とセグメン
トライン駆動信号を印加するコントローラと、前記コン
トローラの出力にしたがってコモンラインおよびセグメ
ントラインを駆動するコモンドライバおよびセグメント
ドライバとを包含してなる液晶表示素子の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示素子の駆動
方法および駆動装置に関する。さらに詳しくは、画面に
表示されるデータを分析して表示データの変化が一番少
ない順にコモンラインを選択、駆動して最上の表示品質
を実現できる液晶表示素子の駆動方法およびこれを実現
するための駆動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】映像装置で処理する画像データ量は、５
１２×５１２画素の画像データを１画素／１バイトの画
素配列に貯蔵する場合には２５６Ｋバイト、１０２４×
１０２４画素の場合には１Ｍバイトの記憶容量を必要と
し、カラー画像の場合にはその３倍の記憶容量が必要で
ある。このため、最近は一度に主記憶メモリに入力して
処理せずに、適当なデータ量の画像領域に分割しながら
各領域を順に入力して処理する方法が用いられている。
【０００３】画像領域の分割方法としては、画面を水平
方向または垂直方向にいくつの区域で分割するか、ブロ
ック模様で分割する方法がある。その分割数は、主記憶
メモリ上に確保できる容量と画像データの大きさで決定
されるため、主記憶メモリに確保できる容量が小さいと
全体の処理時間が長くなる。
【０００４】このように大規模な画像データを記憶蓄積
する方法を含み、画像データの圧縮および符号化方法を
基盤とするＪＰＥＧ、ＭＰＥＧなどの映像関連技術が開
発されており、コンピューター映像処理などの分野で動
映像として再現される物体の動きなど、映像の変化を予
測して少ないデータ量で画像処理する方法がある。
【０００５】前述した映像処理に関しては、現在まで技
術的に非常に発展しており、将来も大きな進歩が期待さ
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れている趨勢であるが、これに比べて映像を再現するデ
ィスプレイ側の映像再現方法に対しては、その技術的進
歩が比較的遅れている状態である。
【０００６】陰極線管のようなラスタスキャンではな
く、ディジタル信号処理によって映像を再現する液晶表
示素子では、従来、セグメントラインを順次アドレシン
グする方法でフィールドの映像を再現している。ここ
で、一フィールドとは一画面をすべてスキャニングする
周期を意味する。
【０００７】図３は従来の液晶表示素子のアドレシング
方法を説明するための映像駆動装置の構成を示したブロ
ック図である。映像駆動装置は、映像メモリ２に貯蔵さ
れた映像データをアクセスしてセグメント信号とコモン
信号を発生するコントローラ４、前記コントローラ４か
ら出力された信号を駆動して液晶表示素子（ＬＣＤ）に
印加するセグメントドライバ８およびコモンドライバ６
で構成されている。
【０００８】従来、前記コモンドライバ６は、コントロ
ーラ４から印加されたコモン信号をシフトしてアドレシ
ングすることによって液晶表示素子（ＬＣＤ）のコモン
ラインＣＯＭ１～ＣＯＭｊをシフトして選択し、セグメ
ントドライバ８では、前記コモンラインＣＯＭ１～ＣＯ
Ｍｊの選択タイミングに合わせてセグメントラインＳＥ
Ｇ１～ＳＥＧｊにデータ信号を印加することによって、
液晶表示素子（ＬＣＤ）の液晶相遷移を制御して映像を
再現していた。
【０００９】しかし、このような従来のアドレシング方
法は印加電圧の波形がデータのパターンによって大きく
左右されるので、変化が多いパターンをディスプレイす
る場合、選択されない他のラインの表示品質に影響を与
えるクロストークが発生し、とくにモザイクモードでは
確実に確認される程度にコントラストが低下する問題を
もっている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】前述した従来の問題を
解決するため、本発明は画面に表示されるデータを分析
して表示データの変化が一番少ない順にコモンラインを
選択し、駆動することにより最上の表示品質を実現する
液晶表示素子の駆動方法およびこれを実現するための駆
動装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示素子の
駆動方法は、コモンラインとセグメントラインに信号を
印加して液晶表示素子を駆動する液晶表示素子の駆動方
法であって、コモンラインとセグメントラインの同期に
より表示される画面の表示データをコモンライン別に比
較、分析して表示データの変化が一番少ない順にコモン
ラインの駆動順位を決めて順次駆動することを特徴とす
る。
【００１２】また、本発明の液晶表示素子の駆動装置
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は、少なくとも一つのフレーム単位の映像データを貯蔵
する映像メモリと、前記映像メモリをアドレシングして
各コモンラインに同期して駆動されるセグメントライン
の映像データをアクセスし、この映像データを比較、分
析して駆動される表示データの変化が一番少ない順にコ
モンラインの駆動順位を決定し、その決定された順位に
したがってコモンライン駆動信号とセグメントライン駆
動信号を印加するコントローラと、前記コントローラの
出力にしたがって液晶表示素子を再現するコモンライン
およびセグメントラインを駆動するコモンドライバおよ
びセグメントドライバとを包含してなることを特徴とす
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、添付図面を参照しつつ本発
明の望ましい実施の形態を詳細に説明する。従来と同一
部分に対しては、重複説明の回避と説明の明瞭性のため
に同一の符号を用いている。
【００１４】図１は本発明の駆動方法を説明するための
一例として図示される４×４画素の画素配列図である。
図２は本発明の方法を実現するための駆動装置の回路構
成を示すブロック図である。
【００１５】図１において、液晶表示素子（ＬＣＤ）の
４×４画素に直交したマトリックスの中で、行（Ｒｏ
ｗ）側はコモン信号によって選択されるコモンラインＣ
ＯＭ１～ＣＯＭ４で、列（Ｃｏｌｕｍｎ）側はセグメン
ト信号が印加されるセグメントラインＳＥＧ１～ＳＥＧ
４である。この二つのラインＣＯＭ１～ＣＯＭ４とＳＥ
Ｇ１～ＳＥＧ４の交差点に画素が形成される。
【００１６】本発明の方法は、コモンラインＣＯＭ１～
ＣＯＭ４の選択順位を任意に決めてスキャンすること
で、スキャンの順位はコモンライン別にセグメントデー
タなどの相関関係が多い、すなわち、セグメントデータ
の変化が一番少ない程度にしたがって選択順位を決めて
駆動する点に特徴がある。
【００１７】たとえば図１に示されるように、第１コモ
ンラインＣＯＭ１を一番先に選択してセグメントライン
ＳＥＧ１～ＳＥＧ４を通じてセグメントデータを印加し
て同期される画素を表示する。ついで第１コモンライン
ＣＯＭ１とセグメントデータの変化頻度が同一（４×４
画素以上の場合には‘類似’）の第３コモンラインＣＯ
Ｍ３を選択してセグメントラインＳＥＧ１～ＳＥＧ４を
通じてセグメントデータを印加して同期される画素を表
示したのち、第２コモンラインＣＯＭ２と第４コモンラ
インＣＯＭ４を順に選択して該当ラインのセグメントデ
ータを印加して表示データの変化が一番少ない順に映像
を再現する。
【００１８】このように本発明の方法は、一次駆動され
たパターンののちに、類似パターンを選択する駆動方法
を実現するが、このような類似パターンの選別はエクス
クルーシブ（ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ）またはゲートなどの
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ロジックによる０１係数の選別で行なうことができる。
【００１９】ただ、本発明では類似パターンを選別して
順位を決めるあいだに多少の遅延時間が発生して映像を
実時間よりは多少遅れて再現するようになる。
【００２０】図２は本発明の方法を実現できる駆動装置
を示すブロック図である。本発明の駆動装置は、少なく
とも一つのフレーム単位の映像データを先入先出方式で
貯蔵する映像メモリ１２と、前記映像メモリ１２をアド
レシングして映像データをアクセスし、この映像データ
の中で各コモンラインＣＯＭ１～ＣＯＭｊの信号と同期
してセグメントラインＳＥＧ１～ＳＥＧｊからオン・オ
フされるセグメントデータなどの相関関係を比較、分析
してセグメントラインに印加されるデータの変化が一番
少ない順にコモンラインＣＯＭ１～ＣＯＭｊの駆動順位
を決定し、その決定された順位にしたがってコモン信号
のスキャンおよびセグメントデータを判読するコントロ
ーラ１４と、および前記コントローラ１４の出力にした
がって液晶表示素子を再現するコモン信号およびセグメ
ント信号を駆動するコモンドライバ１６およびセグメン
トドライバ１８とを包含して構成されている。
【００２１】このように構成された本発明の駆動装置
は、コントローラ１４が映像メモリ１２のデータをアク
セスしてコモンラインＣＯＭ１～ＣＯＭｊ単位にオン・
オフされるセグメントデータなどの相関関係を分析し
て、分析結果にしたがってデータのパターンが一番類似
する順位でコモンラインＣＯＭ１～ＣＯＭｊの駆動順位
を決めてコモンドライバ１６に電送するのと同時にその
順位情報に該当するコモンラインＣＯＭ１～ＣＯＭｊ別
にセグメントデータのパターンをセグメントドライバ１
８に電送する。
【００２２】このとき、コモンドライバ１６とセグメン
トドライバ１８は入力された各々のデータなどを高電圧
の信号に変換して液晶表示素子（ＬＣＤ）に出力するよ
うになる。その結果、液晶表示素子（ＬＣＤ）に印加さ
れるセグメントデータはコモンラインＣＯＭ１～ＣＯＭ
ｊの中の一つまたはそれ以上が選択されることに同期し
て該当セグメントラインＳＥＧ１～ＳＥＧｊを駆動する
ことによって液晶表示素子（ＬＣＤ）は該当画素を表示
して映像を再現するようになる。
【００２３】このような本発明の方法によって映像が再
現されると、セグメントデータの電圧変動が最小化され
るので表示品質が向上して、駆動素子のスイッチング速
度に多少の余裕を与えることができる。
【００２４】
【発明の効果】以上説明したように、本発明は、コモン
ライン別にセグメントデータの相関関係が高い順序を決
めてコモンラインを選択してデータを印加するので、選
択されなかった他のラインに影響を与えるクロストーク
を顕著に減らすことができ、モザイクモードのように隣
接画素間の明暗が急変する画像を再現する場合、コント
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ラストが向上するなど、液晶表示素子の表示品質を向上
させることができる。
【００２５】なお、本発明は特定の望ましい実施の形態
に限定されず、特許請求の範囲に記載された技術的範囲
内で当業界の通常の知識によって多様な応用が可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の駆動方法を説明するための一例として
図示される４×４画素の画素配列図である。
【図２】本発明の方法を実現するための駆動装置の回路
構成を示すブロック図である。
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【図３】従来の液晶表示素子の駆動方法を説明するため
の一般的な駆動装置の回路構成を示すブロック図であ
る。
【符号の説明】
１２  映像メモリ
１４  コントローラ
１６  コモンドライバ
１８  セグメントドライバ
ＬＣＤ  液晶表示素子
ＣＯＭ１～ＣＯＭｊ  コモンライン
ＳＥＧ１～ＳＥＧｊ  セグメントライン

【図１】 【図２】
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